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　　　　　　　　　　　　　　　― 135 (46) -
　ノースカロライナは，南部でもたぶん規制業務が一番弱かったが，州レ
ベルの電話規制は，同州では公式に1899年から始まり，その年に州議会は
旧鉄道委員会にかわってノースカロライナ公益事業委員会を設置した。新
しい機関は，特に電話や電信会社を監視し適正な料金を設定する任務が
あった。州議会は1907年に，ノースカロライナ公益事業委員会に規制規則
や法令を作ることを許したが，それは市当局に対抗する力をまだ十分に
持っていなかった。南部の中心地ジョージアでは，鉄道委員会に対し1907
年，電話と電信を規制する権限を与え，ベル社は，ジョージアや他の比較
的都市型の南邦諸州が電話規制を強化したことを歓迎した。何故なら，
ジョージアはベル社の南部における市外通話ネットワークの拠点であった
が，市規制がその発展を遅らせていたからである。南部海岸で最も富める
州バージニアでも，長距離通信の進展は強く求められていた。こうして
1907－1914年の間に，ほとんどの南部諸州は公益事業委員会に市当局を越
える電話に対する大幅な権限を与えるようになった。フロリダの公益事業
委員会は電話にたいする州レベルの規制力を強化し，1913年までに市の交
渉力を弱めることができた。 1914年にバージニア委員会は公式の料金決定
権限を持ち，市規制を再検討する権限，電話会社と契約する権限を持って
いた。同様の規制パターンは全米各地でみられ，南部と同様に中西部でも
1910年以降に多くの州が独立委員会を作り，それに電話規制の権限を与え
ていた。イリノイでは1913年に議会がイリノイ公益事業委員会を作り，こ
れは電話に対する明確な権限を行使する法的命令権を持っていた。　しか
し，ノースカロライナやある程度フロリダでは地方ルールの伝統が強く，
ベル社の長距離サービスに対する要求は弱く，そこでは依然として市当
局の権限がまだ重要な規制力を残していたのである42)。
　しかし，その後1920年までの電話規制の歴史は，全米の州当局が大規模
な電話システムの発展を育成しようとしたことを示している。州委員会の
役割は地域によって様々であったが，南部や中西部では，独立委員会は市
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当局の規制力を減らすために働いた。北部では，州の規制機関はベル社，
独立電話会社，市当局の強力なコンセンサスを引出すために働いた。州の
公益事業委員会は，至るところで地域を越える大規模な電話ネットワーク
の建設を促進し，べル社と公益委員会は協力して，アメリカがどんなタイ
プの電話システムを持つべきかについて１つの提案を行った。こうして彼
らが1890年代から議論していたアイデア，すなわち統合された全国ネット
ワークの合理性，効率性は次第に不可避的なものとなっていったのであ
る43)。
　当初から，すべてのベル管理者がこのような電話規制を受け入れたわけ
ではない。サザン・べル・テレフォン社の経営執行者は州の介入を恐れて
いたし，ＡＴ＆ＴでおＦ.Ｐ.フィッシュ社長は，ベル社が独立電話会社を処
理するために規制委員会の援助を必要としているという考えに批判的で
あった。　しかし，セオドア・ヴェイルが1907年にＡＴ＆Ｔ社長に復帰して
以後，こうした不安や反対は終った。ヴェイルはュニバーサル・サービス
という彼の原理にもとづいてベル社の新しい方針を定め，べル・システム
の中に公共の介入を承認した。かくして1909年までにサザン・べル社を始
めとするベル系電話会社の間にも，州規制を歓迎する動きが広まっていっ
た。何故なら，競争の開始以来，会社を悩ませていたベル社と独立会社の
共存という複雑な問題の解決は，州の規制なしでは難しくなっていたから
である。べル社は全国的なネットワーク・システムの建設を希望していた
が，各地域はそれぞれの必要にあった異なる質の電話システムを開発した。
州規制者は，市当局や独立企業家が地域の状況にのみ対応することを禁
じ，小企業への市の援助を拒否し，さらにベル社の買収を認可し，小さな
町や田舎の地域をベル社と同じサービスを受け入れるようにした。こうし
て州規制は，電話サービスのための単一の基準を作り，それが後に，大規
模な電話システムとなってＡＴ＆Ｔの助けともなったのである44)。
　以上の結果，1907年までに独立電話会社の26.7パーセントがベル・シス
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テムと連結し，これらの連結　図表９　べル・システムと独立電話の電話機数
独立会社はベル・システムの
一部とみられるようになった。
なぜなら，べル・システムと
の連結は独立会社との非連結
を意味したからである。非連
結独立会社の数は1902年の最
高で総電話概数の40.9パーセ
ントを占めていたが，1907年
までに37.3パーセントに落
ち，それ以降絶対数でも下がり始めた(図表９)。非連結独立会社の低下の
重要な要因は，基準の続一によって連結が容易となり，またベル・システ
ムが方針を変更してそのネットワークヘの連結を許したからである。当
初，ベル・システムは独立会社との相互連結を拒否していたが，1904年の
初め，いくつかの州議会で電話会社の相互接続を認める法律が通過し，ベ
ル社でも既にそれ以前から方針を修正して，営業区域内の独立会社とサブ
ライセンス契約(sublicense arrangements)を結ぶようになっていた。これに
よって，独立電話会社はベル系機器の使用とベル回線への接続が許され，
べル系の接続会社(connecting company)となった。　したがって，ベル系の
地方電話会社と独立会社との協約であるサブライセンス契約は，ＡＴ＆Ｔ
の支配力拡大策の１つということができるが，しかしその後は，サブライ
センス契約よりむしろ，地方電話会社が接続会社の株式を保有することの
ほうがより重要視されるようになっていったのである45)。
　独立会社との連結の主たる利点は，高度な標準化によって長距離ネット
ワークを拡大できたことである。大衆にとって長距離ネットワータの価値
は，ネットワーク自体の拡大と加入者の数の増加による。　したがってベル
・システムと連結会社の数の増加は，非連結独立会社のネットワーク以上
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の利点をベル・システムの長距離ネットワークに与えたことになる46）。
　②　技術革新と長距離ネットワークの拡大
　べル・システムは独立電話会社からの競争の脅威に多くの戦略を使った
が，その最大の武器は，地方交換局の数や長距離ネットワークの範囲を拡
大することであった。 1894年までに，将来の長距離ネットワークの基礎は
準備され，地域間連結はアメリカの重要な工業都市をつないだ。長距離電
話における技術開発は重要であったが，ベル・システムはベル特許の満了
以後，独立会社の参入を阻止する特許の優位性を持っていたわけではない。
かくして1890年代末までに，長距離サービスを提供する新しい会社の参入
障壁となったのは，既存の会社の技術能力ではなく，そうした参入企業が
ベル・システムのネットワークに重複するためになす投資の大きさであ
り，長距離ネットワークを建設し運営するための巨額な資金調達の困難性
にあった。　しかし，独立電話会社の参入はベル・システムにＲ＆Ｄ水準の
急速な引上げと，長距離電話における研究開発に第一の優先権をおくよう
に導いた。ライバル企業が長距離分野に参入するのを阻止するため，２つ
の目標がベル・システムの技術スタッフの関心事となった。　１つは，ネッ
トワーク設備の技術能力を改善すること，第２は，通話伝送の質と信頼性
を改善し伝送距離の拡大をはかることであった47）。
　この期における最も重要な技術革新は，インダクタンス（電気・磁気が電
場・磁場の中にある物体に及ぼす誘導作用）調整用の装置である装荷コイル
　(loading coil)の開発であった。この発明によって，伝送距離が延びるにつ
れ減衰量が大きくなるという電話線が長い間かかえていた弱点を克服する
ことができるようになった。装荷コイルの発明者であるコロンビア大学の
物理学者M.I.ピューピン(Michael 1.Pupin)は1899年に特許申請を行い，
1900年６月19日に特許番号652,230が認められた。べル・システムの科学
者J.A.キャンべル(George A.Campbell)も，1897年10月22日に同社入社以
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来から装荷コイルについて研究していたが，特許申請はピューピンより１
ヵ月遅れて不成立となった。ピューピンとキャンベルの間に若干の特許論
争もあったが，後にアメリカ特許庁長官となったT. J.エウィング
　(ＴｈｏｍａｓJ. Ewing)がピューピンを支持し，これによって，かつて
A. G.べルとエリッシャ・グレイの間に展開された電話特許をめぐる争い
は，ベル系以外の人物によってあだ討ちされたことになる４８)。
　ＡＴ＆Ｔのフィッシュ社長は，直ちにピューピン装荷コイルの特許買収
を強く主張し，ＡＴ＆Ｔは1900年末に185,000ドルのほか，特許有効中に毎
年15,000ドルの支払を受入れてそれを取得した。 17年の特許有効期間中
に，総額255,000ドルを投資したことになる。べル社がそうした巨額な支払
に同意したのは，１つには，特許訴訟でキャンべルの敗訴が決定的であっ
たこと，第２は，装荷コイルがコスト引下げや競争者の打破に役立つと考
えたからである。装荷コイルをL6キロメートルごとに設置することに
よって従来より細いケーブルを使用でき, 1.6キロメートル当り40ドル相
当の節約がもたらされた。また装荷コイルの導入によって，伝送距離は
800から1,700マイルに延びた。地下ケーブルに装荷コイルが導入された最
初は1902年で，1904年にボストンからウォルセスタ，1906年にはフィラデ
ルフィアからニューヨークやニューヘブンにまで設置された。　しかし，こ
の装荷コイルの弱点はただ減衰量を小さくするだけで，信号を増幅する機
能はなかったことである。　したがって長距離サービスは依然として不安定
で，音声はしばしば聞取れないほど弱くなった。実際，装荷コイルは電話
線の弱点を解決するためのいわば第１段階の発明に過ぎず，完全にそれが
解決するのは，数年後の増幅器の出現まで待たねばならなかったのであ
る49)。
　図表10は1895年のＡＴ＆Ｔ長距離ネットワーク，図表11は1906年の
ＡＴ＆Ｔ長距離ネットワータを示したものであるが，これによって，①この
期間に幹線ルートが増え，ネットワーク網が充実して複雑となったこと。
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図表１０　ＡＴ＆Ｔの長距離ネットワーク（1895年）
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②同社の長距離ネットワータはそれまで中西部に集中していたが，この期
に南部にも拡大したことが分かる。　しかし，２つの東西幹線ルートをさら
に西部に拡大する際，オマハを終点とする北部ルートと，カンザスシティ
までの南部ルートという初期の方針は継続しており，シカゴとセントルイ
スは周辺地区の中心地点として発展した。南部ルートの１つは，1897年に
ワシントンD. C.から大西洋山岳地帯にそって建設され，第２のルート
は，中西部を経てアラバマ州のモンゴメリまで拡張され，そこで大西洋山
岳ルートと合流して1900年にはニューオリンズに到達した5o)。
　この期に中西部に新しく長距離ラインの建設が増大したのは，この地に
独立電話会社が急成長したことによる。このためベル・システムは，シカ
ゴやセントルイスと重要都市の連結に取組み，またオマハやカンザスシ
ティヘの東西幹線ルートの拡張は，西部の重要地域を同社のネットワーク
ヘ連結した。べル・システムは，同社の長距離ラインが東海岸から西部の
中心都市に連結していることを宣伝できたのでこの拡張は有効であり，東
西幹線ルートが引続き重要であったのは，シカゴとフィラデルフィアの連
結ラインの完成によって明らかである。北東部における再建設は続き，ま
たこの地からカナダに長距離ラインが延びた。南部では，海岸ルートが
バージュア州のリッチモンドと連結され，また幾つかのラインがアパラチ
ア山脈を越えて中西部と直接つながった。　さらに南西部との重要な連結
は，ダラスがカンザスシティやセントルイスと1905年に接続されたことで
ある。オマハやカンザスシティを越えて長距離ネットワークをさらに西部
へ拡張することは，伝送における技術の困難性によって制限され，かくし
て1894－1906年の期間は長距離電話の発展における地固めの時期であった
といえる。 1910年にデンバーまでネットワークが拡大したのは，装荷コイ
ルと新型回線のコンビネーションの成功によるものであり，ニューヨーク
とサンフランシスコの大陸間電話は，1915年に真空官中継器の応用が成功
して始めて可能となったのである51)。
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　　５．結　　語
　以上，われわれはこれまで，ベル・システムと独立電話会社の競争時代
　(1894－1906年)について検討してきたが，｢独立電話会社の評価｣ないし
　｢競争の影響｣については，次のように要約することができるであろう52)。
1.ほとんどの独立電話会社は，公共のためにサービスを改善することよ
り，会社の操作による利潤追及に主たる関心があった。これが投資家に対
する誇大広告，詐欺行為，収賄などによって損害を与えることになったの
である。また，ほとんどの独立会社は資本の水増しを行い，工場建設も不
備な点が多かった。それらは低料金でサービスを提供するが，維持や減価
償却に対して十分な準備金を持たず，数年間は蛸配当を行い，遂には電話
料金の引上げか管財人の世話になった53)。
2.しかし，地方電話サービスは独立会社によって開始され，これがベル
社に地方へのサービス拡張の刺激となった。 1897年までに，独立会社はオ
ハイオに173,アイオアに139,イリノイに169,ミシガンに133.ニュー
ョークに164,ペンシルバニアに147,インディアナに142の交換局を持っ
ていた。 1902年までに，農村地域の電話システムは266,968台の電話機を
持ち，1907年までにそれは1,464,773台となり，独立会社はアメリカの地
方の開発に貢献して国内をより近接したものとした54)。
3.ベル社が独占権を享受していた地域では，会社側は横暴で尊大でサー
ビスは満足すべきものでなかったが，競争はサービス改善に大きな影響力
を持ったし，独立企業が進出した地域ではベル社の高料金は大幅に引下げ
られた。べル社の電話機１台当り総営業収益は，競争の最初の年である
1895年の88ドルから1914年には最低の41ドルと半分以下になったが，これ
は低料金で利用できる広範な市場の開拓による。加入者にとって競争は電
話を確保する良いチャンスとなり，これによって電話利用は一般家庭にも
広く普及した。
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4｡競争期間の電話サービスの発展は，独立製造会社の発展にもチャンス
を与えた。　３大独立製造機メーカーといえば，イリノイのケロッグ・ス
イッチボード供給会社とオートマチック・エレクトリック社，ニューョー
クのストロバーグ・カールソン電話機製造会社であるが，これらは特
に，ベル社と独立会社の電話スイッチボードや加入者電話機の技術改良
に貢献した55)。
5.長距離サービスが独立会社との競争によって刺激された。ベル社はベ
ル系電話会社を長距離ラインで繋いで全国的電話システムの建設に努力
し，このネットワークによって競争的圧力を回避しようとした。独立会社
も地方の交換サービスだけでなく，競争的な長距離サービスを提供する必
要を感じてそのような行動をとったが，独立会社側のこうした動きが，ベ
ル社の長距離建設計画や通話距離拡大のための技術革新を刺激したのであ
る56)。
6.競争による二重投資によって，電話が社会的階級を分けるための基準
となる傾向かあった。ベル系の電話網は社会的エリート階層のためのもの
であり，それより安価な独立電話網は，それ以外の人々のためのもので
あった。　しかし，利用者にとってそれ以上に不都合な点は，２つの電話シ
ステムが相互に接続できず，自分と同じシステムに加入している人としか
通話できなかったことである。地域経済の発展と独立企業の育成を重視し
た市規制によってそれはますます助長されたが，1890年代末から1910年に
かけて開始された州レベルの規制は，べル・システムがすすめていた統合
された全国的電話網の建設に公的是認を与え，これによって地方の選択の
範囲は次第に狭められていったのである5≒
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合併号。
－123（58）－
